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Osaka University
編
集
後
記
▽
信
多
純
一
先
生
の
御
退
休
の
時
を
迎
え
た
。
長
く
大
阪
大
学
国
文
学
科
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
信
多
先
生
を
お
送
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
前
々
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
た
よ
う
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
信
多
先
生
の
御
退
休
を
記
念
し
て
、
今
回
の
『
語
文
』
は
第
六
十
二
輯
。
第
六
十
三
輯
の
合
併
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
▽
本
輯
は
信
多
先
生
の
記
念
の
特
集
と
し
て
、
近
世
の
論
考
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。
御
論
考
を
御
寄
せ
頂
い
た
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
▽
な
お
、
信
多
先
生
の
御
退
体
を
記
念
し
て
最
初
本
輯
に
『
浪
花
姻
花
名
録
』
を
採
録
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
が
、
頁
数
な
ど
の
関
係
で
別
冊
と
し
て
和
泉
書
院
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
世
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。（前
田
富
藤
）
語
文
　
第
六
十
一
平
成
七
公
究
し
年
平
成
七
公
究
じ
年
獅
篠
者。
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
〒
５６０
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
―
一
大
阪
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
代
表
　
信
多
純
一
振
替
口
座
○
〇
九
四
〇
―
四
―
二
四
六
四
一
電
話
　
（〇
六
）
八
五
〇
―
五
一
一
一
印
　
刷
　
天
理
時
報
社
。
六
十
三
輯
月
十
日
　
印
刷
月
十
五
日
　
発
行
